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作成日　　平成２２年３月３０日
【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

事業所番号

事業所名

評価機関名

【重点項目への取組状況】

【情報提供票より】（平成22年2月26日事業所記入）

（１）組織概要

2 ユニット 人

19 人

（２）建物概要

3 階建ての ２～３ 階部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）
家賃（平均月額） 円 その他の経費(月額) 円

敷　　　　金

食材料費 朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

円

（４）利用者の概要（ 平成22年3月23日現在　）

利用者人数 17 男性 3 名 女性 14 名

要介護１ 1 名 要介護２

要介護３ 5 名 要介護４

要介護５ 0 名 要支援２

年齢 平均 82.44 最低 70 歳 最高 99 歳

（５）協力医療機関

見田デンタルクリニック・新橋なかやクリニック・星が浦病院

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

または1月当たり 30,000 　苦情相談窓口を設置して意見箱や電話等で受ける体制があるが、日頃から
来訪時や電話で話しやすい雰囲気づくりに努めている。意見や相談がある時
は各ユニットの責任者や事務長へ報告し、職員会議で話し合って改善に努め
ている。

　　6　　　名

重
点
項
目
④

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）

　　0　　　名 　事業所の駐車場での屋外パーティーや盆踊り、ミニ運動会等開催し、利用者や家
族、地域の人が参加して顔なじみができ、利用者の散歩中に挨拶を交わしたり、庭の
花を見せてくれたり、気楽に話しかけている。救急訓練や避難訓練には町内会の協力
を得ており、津波警報時には事業所の３階を地域の避難場所に使用するように知らせ
ている。事業所１階の多目的ホールを町内会の会議場に無償で提供するなど地域と密
接な交流を図っている。

　　5　　　名

　有（　　　　　　円）　　　　　

　有（　　　　 　円） 有りの場合
償却の有無

有　／　無

重
点
項
目
③

18

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

　ユニット毎に全職員で自己評価を行い、理念に基づく介護や支援、気づき
等を話し合い、意見交換をし、事務長が助言して結果を確認し、サービスの
質の向上に取り組んでいる。建物構造

      Ｓ     造り 　　　　　

重
点
項
目
②

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

37,000 34,000 　運営推進会議は、２ヶ月毎に開催している。会議のメンバーは地域包括支
援センター職員、町内会代表、家族会代表、事業所からは、施設長、事務
長、職員代表であり、利用者の生活状況や事業所の取り組み状況等を報告し
て助言を得、会議結果を記録して職員会議で検討し、改善に取り組んでい
る。

訪問調査日 平成22年3月23日 評価確定日 平成22年4月6日

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

　前回課題の職員研修は、グループホーム協議会研修会、地域包括支援センター学習
会、保健所講習会等シフトを組んで積極的に受講し、サービスの質の向上に努めてい
る。消防訓練は年３回避難訓練を行い、職員は消防計画に基づく任務を熟知してお
り、避難場所の誘導に町内会の参加協力を得ている。

開設年月日 　　平成15  年　9月　1　日

ユニット数 利用定員数計　　　　 　  　

保証金の有無
(入居一時金含む)

所在地
〒084-0915   北海道釧路市大楽毛南4丁目6番8号

（電話）0154-57-7650

特定非営利活動法人　ニッポン・アクティブライフ・クラブ

所在地 江別市大麻新町14-9　　ナルク江別内

協力医療機関名

常勤 19人　非常勤 0人　常勤換算 10.4人職員数

１１１１．　．　．　．　評 価 結 果 概 要 表評 価 結 果 概 要 表評 価 結 果 概 要 表評 価 結 果 概 要 表

0174100487    
　当事業所は３階建ての建物のうち２，３階部分を使用している。各ユニットの
共有部分は広く明るくゆったりとくつろげる空間となっていて、エレベーターが
設置されている。１階部分は、多目的ホールとして使用し、リハビリテーション
の用具やカラオケを設置して機能訓練や楽しみの場となっている。また町内会の
会議場として無償で提供している。事業所や町内会の行事に参加する人も年々多
くなり、近隣住民とも顔なじみもでき、挨拶したり、気楽に話しており、地域と
密接な交流を図っている。職員を各種の研修会に参加させてサービスの質の向上
に努めている。利用者は家庭的な環境のもとで明るく楽しく暮らしている。

法人名 株式会社　育成

グループホーム　育成会　長生の望・灯・楽

重
点
項
目
①

無 

無 
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外
部
評
価

自
己
評
価

○印
(取り組みを期
待したい項目)

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内
容）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

２２２２．．．．新新新新たなたなたなたな関係関係関係関係づくりとこれまでのづくりとこれまでのづくりとこれまでのづくりとこれまでの関係継続関係継続関係継続関係継続へのへのへのへの支援支援支援支援

13 27

利用者から料理や掃除の工夫など教えても
らったり、新聞記事のニュースや政治の話
等学んだり、また、多目的ホールで機能訓
練や、カラオケを楽しんだり、共に支えあ
う関係を築いている。

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援

１１１１．．．．相談相談相談相談からからからから利用利用利用利用にににに至至至至るまでのるまでのるまでのるまでの関係関係関係関係づくりとそのづくりとそのづくりとそのづくりとその対応対応対応対応

12 26

11 20

５５５５．．．．人材人材人材人材のののの育成育成育成育成とととと支援支援支援支援

10 19

○職員を育てる取り組み

入居前に利用者と家族が事業所を見学して
雰囲気に馴染み、利用者が納得した上で入
居するよう工夫している。

北海道認知症高齢者グループホーム協議
会、道東ブロックの研修会に参加して同業
者と交流を図っている。また職員交換研修
を行い、研修の報告書を作成して全職員に
配布し、運営者のコメントをもらい、サー
ビスの質の向上に取り組んでいる。

職員の研修（グループホーム研修会、地域
包括支援センター学習会、保健所講習会
等）はシフトを組んで積極的に受講し、職
員は自己啓発をし、スキルアップに努め、
事業所も支援しサービスの質の向上に努め
ている。

　職員は、本人を介護される一方の立場
におかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽
を共にし、本人から学んだり、支えあう
関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう関係

　本人が安心し、納得した上でサービス
を利用するために、サービスをいきなり
開始するのではなく、職員や他の利用
者、場の雰囲気に徐々に馴染めるよう家
族等と相談しながら工夫している

○馴染みながらのサービス利用

　運営者は、管理者や職員が地域の同業
者と交流する機会を持ち、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取
り組みをしている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員を段階に応じ
て育成するための計画をたて、法人内外
の研修を受ける機会の確保や、働きなが
らトレーニングしていくことを進めてい
る
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部
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価

自
己
評
価

○印
(取り組みを期
待したい項目)

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内
容）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

３３３３．．．．多機能性多機能性多機能性多機能性をををを活活活活かしたかしたかしたかした柔軟柔軟柔軟柔軟なななな支援支援支援支援

17 39

16 37

２２２２．．．．本人本人本人本人がよりがよりがよりがより良良良良くくくく暮暮暮暮らしらしらしらし続続続続けるためのけるためのけるためのけるための介護計画介護計画介護計画介護計画のののの作成作成作成作成とととと見直見直見直見直しししし

15 36

介護計画は３ヶ月毎に見直しを行っている
が、体調などに変化が生じた場合は、家族
に報告し、職員会議を開催して話し合い介
護計画を見直している。新入居者は１週間
様子を見て、１ヶ月毎に見直をしている。

○現状に即した介護計画の見直し

１１１１．．．．一人一人一人一人ひとりのひとりのひとりのひとりの把握把握把握把握

14 33 　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○思いや意向の把握
一人ひとりの尊厳を大切に、利用者の思い
や希望を日々の会話や行動と表情で気付
き、声かけ等で把握できるように、努めて
いる。

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント

　本人や家族の状況、その時々の要望に
応じて、事業所の多機能性を活かした柔
軟な支援をしている

○事業所の多機能性を活かした支援 利用者の外泊、病院受診は、基本的には、
家族が対応するが、家族の要望があれば送
迎支援をしている。趣味活動の外出支援
や、個別の買い物支援など多機能を活かし
た柔軟な支援をしている。

　介護計画の期間に応じて見直しを行う
とともに、見直し以前に対応できない変
化が生じた場合は、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、現状に即した新たな
計画を作成している

各ユニット毎に介護支援専門員が利用者の
身体面や精神面のケアについて利用者、家
族、職員と話し合い、確認して、意見を反
映した利用者本位の介護計画を作成してい
る。

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映した介護計画を作成し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画
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部
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価

自
己
評
価

○印
(取り組みを期
待したい項目)

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内
容）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

21 52

20 50

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　

１１１１．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの支援支援支援支援

（１）一人ひとりの尊重

19 47

入居時に利用者と家族と話し合い、指針を
得ており、医師や訪問看護師と連携をと
り、スタッフにも方針を周知して共有して
いる。

43

利用者一人ひとりのかかりつけ医の定期受
診を受けている。異変が生じた場合は直ち
に受診できるように支援している。２週間
に１度訪問看護ステーションから来てバイ
タルチェク表で体調管理している。

　本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療を受けられ
るように支援している

○かかりつけ医の受診支援

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○日々のその人らしい暮らし 家庭にいる雰囲気を大切にし、利用者一人
ひとりのペースで新聞を読んだり、チラシ
を見て食べたい物を話したり、天気の良い
日は散歩や、外出したり、利用者の思いや
希望に沿って日々の暮らしを支援してい
る。

事業所内研修でプライバシーの教育を行
い、日常的に利用者一人ひとりの自尊心を
傷つけない言葉かけをして接するようにし
ている。個人情報の記録等は事務所内の書
庫に保管し管理している。

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損
ねるような言葉かけや対応、記録等の個
人情報の取り扱いをしていない

○プライバシーの確保の徹底

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、できるだけ早い段階から本人や家
族等ならびにかかりつけ医等と繰り返し
話し合い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

４４４４．．．．本人本人本人本人がよりがよりがよりがより良良良良くくくく暮暮暮暮らしらしらしらし続続続続けるためのけるためのけるためのけるための地域資源地域資源地域資源地域資源とのとのとのとの協働協働協働協働

18
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外
部
評
価

自
己
評
価

○印
(取り組みを期
待したい項目)

項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内
容）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

25 61

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24 59

23

（４）安心と安全を支える支援

26 66

57

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

22 54

利用者は食事の準備や後片付けを職員と一
緒にし、食器や、盛り付けを目で楽しみ、
味わう喜びを感じられるようにしている。
季節の桜餅や、おはぎを一緒に作り、食事
が楽しみになるように、日常生活の中で支
援している。

玄関は日中、鍵をかけず、帰宅願望の人に
は、職員が見守り、気配りをしてケアに取
り組んでいる。防犯上夜間は施錠してい
る。

利用者一人ひとりが笑顔で楽しく日々を見
守りながら、趣味のカラオケ、ちぎり絵、
書道、墨絵などを行い、認められる喜びを
感じたりすることで張り合いの持てる生活
になるように支援をしている。

　運営者及び全ての職員が、居室や日中
玄関に鍵をかけることの弊害を理解して
おり、鍵をかけないケアに取り組んでい
る

○鍵をかけないケアの実践

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひ
とりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援している

○日常的な外出支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活歴や力を活か
した役割、楽しみごと、気晴らしの支援
をしている

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

基本的にはいつでも入浴できるように準備
している。利用者一人ひとりが週２・３回
入浴するように支援している。

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてし
まわずに、一人ひとりの希望やタイミン
グに合わせて、入浴を楽しめるように支
援している

○入浴を楽しむことができる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○食事を楽しむことのできる支援

その日の希望に沿って、天気の良い日は、
外気浴、散歩、ドライブ、買い物、外食の
支援をしている。利用者の希望で友人宅訪
問の送迎支援をしている。
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